
研 究 紀 要

第 8 号

1 9 9 1 

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団



巻頭図版
（瀧瀬論文付図）

熊谷市三ヶ尻林 4号墳出土銀象嵌装大刀

ト 出1こ状況 ―ド X線 写真 （左 鉗右上鞘尻金具 右下柏頭緑金具）



目 次

序

方形周溝墓観察の一視点 (1)

大屋 道則・・・・・・・・・・1

溝中土墳小考

福田 聖・・・・・・・・・・9

関東地方東部における古墳出現期の様相 I

（古墳出現前夜の様相） 村田 健ニ・・・・・・・・ •37

関東地方における埴輪祭式の受容

山本 靖・・・・・・・0065

埼玉県の侑付大刀

瀧瀬 芳之・・0・・・・ 101

「鬼高式土器」の外部

一古墳時代後期福島県域土器群と北部関東土器群の比較検討一

利根JII章彦・・・・・・・127

古代武蔵の土師器理解のために

一北武蔵の 7 • 8棋紀の様相一 赤熊 浩一・・・・・・・165



こしっえ

埼玉県の1存付大刀

1. はじめに

2. 県内出土の招付大刀の概要

3. 出上古墳の概要

4. まとめ

1. はじめに

瀧瀬芳之

埼玉児にはおよそ4,500基の古墳が存在するが、飾り大］］と呼はれる大刀の出1．．はさほど多くは

ない。とくに環頭大］）などは、児内で 3例しか確認されておらず、隣県の群馬県や千葉県などと比

へると見劣りがすることは否めない事実といえよう。

飾リ大］］は古墳時代後期を代表する遺物の一つである。その東国における展開は、畿内政権によ

る地方支配を反映するものとして位置づけられており （町田1976)、これらの大｝］を1凧用するもの

は、その地域の軍事組織の項点を占めた、地方豪族あるいは上層農民層に求められるという見解か

ある（新納1983a)。

こうしたことを考えると、埼玉県における状況は、単に古墳の総数や上体部の調査例か少ないこ

とにのみ帰するものではなく、東国古墳文化の地域性の阻iとしてとらえるべき問題と息われる。

また、県内に限らず、古墳時代後期の古墳から出土する大刀はその多くが、鉄刀という形で発見

されておリ、金属製の装具としてはせいぜい鉄製の鍔がみられるにすぎない。これらの大J)は、当

時は木の柄や鞘のままで使用されていた叶能性か強いと見るべきであるが、これらを実戦用の武器

とし、きらびやかな飾り大刀を軍事枠）Jのシンボルとしてとらえるならは、その中間的な存在であ

る、柏珀や鞘尻などに鉄製の装貝をもつ大｝）は、いったいとのような性格をもつものなのだろうか。

令銀銅を JIlいない装飾‘[＇牛の乏しい外装をもつ大刀群は、大刀研究のなかではあまり注目されてい

なかったか、その歴史的な価値は、飾リ）、プ）と比較してもけっして少なくはないと考える。そこて、

今l川のこの小稿では、飾リ大））を含めた「1存付大刀」という「l策を）llしヽ 、以1一ーの留意点、をふまえな

から、埼いい内の大刀の査料を紹介し、検吋を加えてみようと息う。
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2.県内出土の拷付大刀の概要

[ I ] 環頭大刀

環頭大刀には、 行田市将軍山古墳出l：変形三葉環頭大刀

（第 1図 1、第 5図一 l）、東松山市柏崎？出上双龍環頭

大刀柄頭（第 1図ー 2、第 5図ー 2)、皆野町稲荷塚古墳出

士単鳳環頭大刀 （第 1図 3) の 3例がある。

将軍山古墳例は、通常の二葉環頭大刀にみられるパルメッ

ト文が、 3単位で構成された特嬰な例である。環内の三葉文

は金銅製で、環体及び柄縁と鞘日の筒金は、銅地に金の含貝

（薄様） を巻いて龍文を打ち出したものである。筒金の緑に

はこれも銅地金貝の帯状責金物をあてる。鞘尻金具は地金は

銅であるが、 上半分のみに銀を張る非常にこった造りであり、

底には鹿角 9をあて、 2本の蟹目釘で留めている。 この環頭

大刀は、町田章氏によって 6世紀型 Ia4式環刀と分類され、

その実年代は 6匪紀中葉と考えられている（町田1976)。穴沢

麻光・馬目順＿川両氏の編年では第 7期に属し、第 6期～第 7

期に525-550年の実年代か与えられている（穴沢・馬目1975)。

また、将軍山古墳にはこの他にも銀線巻の柄や捩り環頭柄

頭の破片が出土しており、金銅製と水晶製の口輪玉も存在す

ることから、奈良県藤ノ木古墳で発見されたような、捩り環

頭がつき勾金をもつ飾リ大刀か存在していた可能性かある。

柏崎出十．例は、 穴沢叶光氏の御教示をうけたもので、個人

蔵の資料である。箱書きには「埼玉県南埼玉郡柏崎」

か、当所は現在の岩槻市柏崎にあたリ、周辺には古墳の存在

が知られていない。

とある

おそらく、古墳の分布等から考えて比企

郡柏崎、現在の東松山市柏崎のことと者えられる。環内の双

龍は板状で、左と右とでは角の数が拠なる。環体には渦状と

なった文様を施している。柄縁の筒金の両緑には刻み Hをも

つ責金物（共造り？）をもつ。金銅製。本例は、新納泉氏に

よる双龍環頭大）］の編年ではおよそ W式に相当すると考えら

れ、

87)。

その実年代は580年が中心とされている （帝Jf糸内1983b・ 19 
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不明であるか、 S字状の文様か確認される。鑓には連続渦状文が、鍔には連続蕨手文が施されてい

る。本例は柄頭と刀身が別造りで鑽か存在することや、象嵌の文様などから、鉄製の単鳳環頭大刀

のなかでは祈しい形式と考えられる。その年代はおそらく 6侃紀末頃に求められるであろう。

[ 2] 頭椎大刀

頭椎人・}]は、 9遺跡（不詳を含む）から10振出土しており、県内ではもっとも多くみられる1存付

大刀である。行田市小見真観寺古墳からは 2振の金銅装頭椎大刀が出土している（第 2図ー 1• 2)。

1は柄頭か横畦目で、六窓鉗をもつ。柄・鞘ともに金銅板で包み、柄間表裏と鞘個裏には蕨手文を、

鞘侃表には連続円文を施すという、金銅装としては通例の拾をもつ。鞘尻には蟹日釘を打ち込んで

いる。 2は縦畦目の柄頭と六窓鍔をもち、柄は金銅板巻ではあるか、鞘の足間・責間には装飾金銅

板を施さない。鞘尻は丸尻である。

東松山市―戸千塚古墳群出t例（第 2図ー 3) は1存の全てが残っている資料ではないが、おそらく

2と同様の鞘をもった頭椎大刀と考えられる。なお、刀身は研ぎ出してあり、光沢を放っている。

第 2図ー 4は川本町蛤塚古墳出tの金銅製頭椎柄頭である。横畦目で、鳴目が侃表に残存してい

る。またこの他に、深谷市木の本古墳群から 1賑、芙里町生野山古墳群から 1振、それぞれ金銅装

頭椎大刀が出土したといわれるが、その詳細は不明で、遺物も確認されていない。ただし、後者に

関しては、 『埼玉県史』第 1巻 (1951年発行）に写真（第79図）か褐載されている「東児―玉村大字

十条中山占墳」出士のものかこれにあたると思われる（本文中では「環頭太刀」とある）。柄間に

は新聞紙が巻いてあるため侑は不明だが、縦畦目の柄頭・六窓鍔をもち、鞘には鞘口金具。鞘中裔

貝．・丸尻長銅の鞘尻金具・足金物・責金物などはほ‘’足令なオ存か残存している。おそらく金銅装で、

小見真観寺古墳例（第 2図ー 2) と同様の1存をもつものと考えられる。

これら金銅装の頭椎大刀は、おおよそ 6枇紀末から 7l胆紀前葉にかけての所産と考えられるが、

そのなかでも横畦目で蟹目釘をもつ小見真観寺古墳例（第 2図一 l) はわすかに古く位置つけるこ

とかできる。

芙里町塚本山19号墳出土例（第 3図ー 1、第 5図ー 3) は銀象嵌の施された鉄装頭椎大刀である。

柄頭には亀甲繋文か、柄頭の緑金具・鐙・柄元金具。鋪には直線をt体とした文様か施されている。

銀象嵌の頭椎大7)は、全国でも卜数例ほどしか確認されていない。なかでも本例のように、柄頭以

外の招か判明しているものは、兵庫県龍野市中井 2り墳（渡辺他1987)および岡山県津山市柳谷古

墳（保田他1988)で出tしているにすぎない。この種の頭椎大刀は、おそらく奄銅装の頭椎大7]よ

りも後出するもので、その年代は 7/廿紀初頭以降と考えることかできよう。

鉄装の頭椎大J]としては毛呂山町川角15号墳出士例かある。ただし、現在柄頸と鞘尻は失われて

しまっている。鍔は無窓釣である。この種の頭椎大刀は類例かなく、追物そのもののデータも不足

しているため年代を検詞するのは難しいか、現存する］）身の形式をみると、さはど占い遺物とは考＾

えられないようである。なお、桶川市川田谷、岡部町木郷からも頭椎柄頭（前者は鉄製という）の

出tした記録かあるが、その詳細はまった＜ィ＜明である。
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[ 3] 円頭大刀

県内で発見された円頭大刀はすべて鉄製の1存をもつもので、銀もしくは金銅装のものは現在のと

ころ発見されていない。児玉町秋山古墳群出士例（第 3図 3、第 5図ー 4) は銀象嵌が施された

例で、柄頭の亀甲繋文の内部には、心葉形の文様がデザインされている。鐸と鑓にも象嵌が施され

ている。第 3図ー 4は坂戸市大河原 2号墳出土例である。象嵌は施されていないが、柄頭の形状に

秋山例との共通点がみいだせる。この手の細長い柄頭をもつものには、パルメソト文か象嵌された

栃木県佐野市トトコチ山古墳出土例（佐野市1975・佐野市郷土博物館1986)や、蕨手刀と共伴した

群馬県赤堀村下触牛伏 1号墳出士例（小島他1986) などがあり、鉄装円頭大刀のなかではもっと

も新しい時期まで残る形式としてとらえることかできる。その実年代は 7世紀前葉から中頃までと

考えられる。

東松山市柏崎 5号墳出七例（第 3図ー 6) は、現在柄頭の部分が失われているため、詳しい構造

は明らかにできないが、すんずまりの柄頭を先端から釘を 2本打ち込んで固定していたものと推定

され、他に例をみない特異なものである。柄は糸巻、鍔は無窓鐸で、簡索なつくりである。類例が

なく年代の決め手に欠けるが、刀身の形式から 7世紀以降の所産と考えられる（臼杵1984)。

桶川市原山23号墳出上例（第 3図ー 7) は、先細りの柄頭を刀身の茎に直接目釘でとめたもので

ある。この形式の柄頭は比較的多く、ときには象嵌も施されるか、鞘尻として同形の金具が存在す

るので、単独で出土する例のなかでは鞘尻金具の可能性も考慮にいれなくてはならない。象嵌の施

されている例で、鱗状もしくは羽状の文様がある場合には、これは鞘尻とみなすべきであろう。い

ずれにしろこれらは 6侃紀末から 7世紀にかけての遺物と考えられるが、本例のように柄頭を目釘

を用いて茎にとめる方法を採用するのは、 1存付大刀全体で後出の技法と見なされる（瀧瀬1984)。

したかって本例には 7槻紀前半の年代が与えられよう。

図を掲載したものの他には、東松山市西原 3号墳出士例かある。柄頭は破片て、無窓鋳と、それ

に接する柄元金具が装着されている。装具はすべて鉄製である。刀身の形式などから 7i廿紀の所産

と考えられる。鉄製円頭柄頭は、第 3図ー 5の児玉郡出土例以外に、東松山市三千塚 8 3号墳、

滑川町大道古墳、大里村円山 2号墳からも出土しているか、後 2者と児玉郡例の一部は鞘尻金具の

可能性が残る。

[4】 圭頭大刀

第4図ー 1は行田市小見真観寺古墳出土例である。頭椎大刀 2振（第 2図 1 • 2) と共伴する。

銀装の圭頭大刀で、柄は銀線巻の上から革紐を疎に巻いている。鍔は小さな喰出鐸である。鞘日の

侃裏側の一部を蒲鉾状に盛り上げ、単環を挿入して一ノ足としている（いわゆる鑽付足金物）。ニ

ノ足は通常の足金物であるが、帯執環は片側に寄っている。

占見町かぶと塚古墳出土例（第 4図ー 2) は、金銅装で、銀線巻の柄と喰出鈎をもつが、鞘日以

外の鞘金具はみうけられない。本庄市飯玉古墳からは、金銅製の覆輪状柄頭。虚祉、銅地銀貼りの足

金物 (2点）・責金物、銅製の鞘口が出tしている（第 4図ー 3)。材質が徴妙に毘なるため、その

すべてか同一の圭頭大刀に装着されたものかどうかは不明である。芙里町広木大町 5号墳出士例も
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飯玉例と同様に令銅覆輪状のもので、無窓鍔と責金物などか共伴する。同一の大刀装具と考えられ

る。

士頭大刀も、頭椎大刀と同様に 6世紀末から 7棋紀前半にかけて流行した椿付大］jであるが、小

見真観寺古墳出士例は銀装であり、帯執環が侃裏側に寄る古式の足金物をもっていることから（新

納1987)、 6椛紀にまで遡るものと考えられる。他の 3例は 7世紀前半代におさまるであろう。

また、本庄市御手長山古墳からは、鉄製の圭頭柄頭の破片らしき遺物が出土している。鉄装の圭

頭大刀の確実な例としては、銀象嵌の施された幅岡県広川町鬼塚 2号墳出上例（川述他1986)以外

は現在のところ知られていない。本例はその可能性を示すにとどまるものである。

【5] 方頭大刀

埼玉県内には方形の柄頭をもつ文字どおりの方頭大刀の出土例はなく、主頭大刀との中間形式の

ものが 2例出士している（第 4図ー 4 ・ 5)。 4は東松山市西原 1号墳出上例で、装具はすべて銅

製である。柄頭は刀身の茎に挿入され、懸通孔は茎先にもあけられている。鍔は喰出鍔、足は櫓枠

に張り出しをもつ双脚足金物で、鞘尻は挟りの入った栗尻である。 5は行田市八幡山古墳出士例で

ある。柄頭は銅製であるが、鞘尻は金銅製である。この形式の大刀に装着される鞘尻金具は、おお

むね西原 1号墳例のような栗尻のものであり、材質も奥なることから、これらは同一の大刀の装具

ではないと考えられる。

毛呂山町西戸 9号墳からは、銅製の鞘口金具と双脚足金物および鉄製の鴫目か出土している。お

そらく方頭大刀とみてよいだろう。双脚足金物は西原 1号墳例よりも張リ出しは弱い。柄頭は方形

であったかもしれない。

変形の柄頭をもつ方頭大］］の年代は、足命物の主流が単脚のものから双脚のものに移行する 7世

紀後半を中心にとらえられるが、西原 1号墳例は、足金物の櫓枠か正倉院蔵の大刀群にみられるよ

うな四角錐台状となる以前の段階と考えられることから（穴沢・馬目1979)、 7椛紀中葉に近い年

代観を与えることができる。足金物でいえば西戸 9号墳例はそれよりもやや新しいものとみなされ

よう。

[ 6] 蕨手刀

蕨手刀は 2例出土している。第 4図ー 7は熊谷市広瀬古墳群の熊谷商業高校内円墳から出土した。

銅製の喰出駕と双脚足金物（ーノ足は痕跡、ニノ足は—一部）をもつ。櫓枠は四角錐台状である。第

4図ー 8は秩父市大野原古墳出土例である。懸通孔の座金具と足金物（単脚）は銅製だが、鍔は鉄

製である。

石井昌国氏によると、これらはいずれも、平造・角棟・短寸無反りの II式に分類され、編年の根

拠となる柄反リの度合は小さく、蕨手刀のなかでは古式に属すると考えられている（石井1966)。

その年代は、足金物の形式から大野原古墳例のほうが若十占く、 7世紀末から 8i廿紀初頭に、広瀬

古墳群例か 8廿紀前半頃に求められるであろう。
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<7] その他の拷付大刀

ここでは、柄頭が存在していないため、 上記のいすれにも属さない1存付大刀を紹介する。第 2

図ー 5は桶川市西台 9号墳出土の愈銅装大］］である。装具の遺存状態は悪いが、六窓鍔．鞘 l_-1金

見・鍾。鞘中金具。鞘尻金具が存在する。鋼は銅製のようた｀か、他はすべて金銅製である。これら

の柏から、本例は頭椎大刀もしくは圭頭大刀と推定される。年代はおそらく 7枇紀前半。

第 4図 6は東松山市田木山 1号墳出土例である。銅製の喰出鍔と、倶用のための単環（金銅製）

をもつ。足金物は遊離して存在するため、その位岡は推定であるが、鞘日の倶裏側に装着されたも

のであろう。鋪は鉄製である。 71せ紀前半の遺物と考えられる。

金銅装大刀は本例以外にも、鴻巣市愛宕塚古墳や［里町浅間山古墳、神川町No.123古墳などから

出土している。愛宕塚古墳例と神川町No.123古墳例は無窓錦をもつ大刀である。浅間山古墳例には

拿銅製の鞘日金具や鞘尻金具（角尻）か残存しているが、鞘口金具の個裏側には、半円形の切り込

みがあリ、おそらく田木山 1号墳例のような倶用装置をもっていたと号えられる。また、熊谷市大

塚古墳からは、長銅丸尻の含銅製鞘尻金具か出tしている。

第 3図 2は熊谷市＿・一□ヶ尻林 4号墳出土例である。最近になって鉄製装具に銀象嵌か確認された

（図版 l参照）。象嵌はすべての金具に施されており、鍔には渦文、柄頭縁および柄元の責金物に

は連続半円文、鑓には心葉形文が認、められる。鞘尻金具は残りか悪いため確認しつらいが縁に連続

半円文、全体には鋪と同様の心葉形文か施されるようである。本例はその柄頭の緑含具と推定した

責金物の形状がハの字状にひらいているため、頭椎大刀であったと考えられる。そして、他の装具

かきちんと残っていることから、柄頒金具か失われたものというよりも、 もともと木芯の頭椎柄頭

をもった大刀であったと考える万が岬にかなっていると思われる。

銀象嵌の施されたす存付大刀や刀装具の出土例は、県内ではあと 3例ほど認められている。東松山

巾附川 7号墳出土例は表裏および耳部に蕨手状の文様をあしらった小さな無窓鍔をもつ椿付大刀で

ある。大宮市山王塚古墳から出土した錦は八窓鍔で、蕨手状の文様が周囲の耳の部分にのみ施され

ている。熊谷市小曾根神杜付属地の出土例は六窓錦であり、 □ヶ尻林 4号墳例と同様の象嵌施文を

もつ。

これらの遺物の年代は、三ヶ尻林 4号墳例と小曾根神社付属地例、および附川 7号墳出土例が象

嵌文様の類例などから 6世紀末から 7世紀初頭頃と推定される。そして、耳の部分にのみ文様が施

される山王塚古墳例は、平の部分にまで象嵌を施す以前の段階と苔えられ、 6批紀後策に属するも

のと息われる。

象嵌文様をもたない簡素な鉄装大刀の例としては、美里町塚本山 9号墳、北本町鹿島 1号墳出t

例などをあげることができる。両例とも挟りのはいった鞘尻金具をもつ。この形態の鞘尻金具は、

方頭大］）の西原 1号墳にみられる粟尻の鞘尻金具よりも古い形式のものと考えられ、その年代は 7

柑紀前葉と推定される。
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3.出土古墳の概要

埼玉県内において、 1存付大刀もしくは刀装具を出土した遺跡は、 56遺跡（地点）にのほる（表参

照）。ここでは、 i存付大刀の出土した古墳を各地域ごとに簡単に概観し、前章で触れることのでき

なかった遺物について若干の解説を加えておく。

[ 1] 県南地方

当地方の古墳群は、荒川流域、利根川右岸、古利根川および元荒川流域に形成されているか、大

宮台地上では、他の地域と比べると古墳の築造が盛んでなく、大規模な古墳群は存在していない。

荒川の支流である鴨川の流域には、いくつかの古墳群か形成されているか、銀象嵌の鍔（註 1)

を出七した山王塚古墳はそのうちのひとつである植水古墳群に属している。山王塚古墳の規模は不

明だが、石室には、鴨川流域の古墳で普通に用いられている凝灰岩ではなく、緑泥片岩が使用され

ている（大宮市1986)。

荒川流域左岸を南北に延びる台地上に形成された桶川市の川田谷古墳群は、その南端に位置し、

4枇紀後半から 5i仕紀にかけての築造とされる熊野神社占墳を除くと、おおむね 6世紀後半から築

造された古墳群と考えられている。川田谷古墳群はいくつかの支群にわけられるが、そのうち最も

北に位置する西台古墳群と、その南側にある原山古墳群から1存付大刀が出上している。ともに10~

20基ほどの円墳で構成されている古墳群である。金銅装大刀を出土した西台 9号墳は径23mで、凝

灰岩を使用した胴張りを有する横穴式石室を内部主体としている（塩野・増田1970)。原山23号墳

は、その規模は不明だが、凝灰岩の切石を使用した横穴式石室を主体部としている（塩野他1978)。

ともに埴輪は確認されていない。

鴻巣市愛宕塚古墳は、大宮台地の西緑、荒川左岸に位懺する馬室古墳群阿弥陀堂支群に含まれる

が、その詳細は不明である。出土遺物には鉄刀。銅釧・玉類などがあり、鉄刀には、金銅製の鑓か

装着され、同じく金銅製の無窓鍔や責金物などかあるため、金銅装の飾り大JJが存在したと考えら

れる（東求国立博物館1986・鴻巣市1989)。

[2】 入間地方

入間地方は、武蔵野台地の東北周緑部にあたり、占墳は入間川とその支流および新河岸川の流域

を中心に分布している。

人間川支流の越辺川流域には多くの古墳群が立地しているが、招付大刀は毛呂山町西戸古墳群、

川角占墳群および坂戸市大河原古墳群から出tしている。いずれも小規模な円墳を主体とした古墳

群である。鉄装頭椎大刀を出士した川角15号墳は、南北9.6m、東西 7mの円墳で、河原石を積み

上げた胴張りを有する横穴式石室をもつ（村木1988)。西戸古墳群は調査された範岡では、径10~

15m程度の円墳以外に、墳丘のない主体部が確認されており、 6祉紀後半から 7棋紀代にわたって

形成された群小墳と考えられている（村木他1987)。大河原 2号墳は径17mほどの円墳で、凝灰岩

切り石積みの両袖式横穴式石室をもつ。出t遺物は鉄装円頭大刀の他に、鉄鏃・刀子・須恵器があ
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リ、須恵器は 7祉紀中菓の年代を示している（柳楽1988)。

的場古墳群は人間川中流域左岸に位置し、現令長42mの前方後円墳である牛塚古墳を中心に形成

された占墳群てある。牛塚古墳は河原石を使用した胴張りの横穴式石室をもち、雲珠や鏡板（心葉

形卜字文透）などの鳥具や、鉄鐵 e 指輪など、閉富な副葬品か出上している（川越市1972)。しか

し、大J)の出十＿はな〈、刀装具としてわすかに鉄製の鞘尻金具（角尻）かみられるに過ぎない。馬

具の年代はTK43-T K209別式期のものと考えられている（関。宮代1987)。

[ 3] 比企地方

比企地方は、秩父山地の東緑に臼たり、荒川支流に開析された谷に分割された丘陵や台地がいく

つも形成されている。さり地域には山の根古墳や雷電山古墳など、 5糀紀前半にさかのほる古墳が存

在し、古墳時代後期には、数多くの大規模な古墳群が築造された。

松山台地には、胴張りをもつ横穴式石室を特徴とした古墳群が形成されたか、そのうち東松山市

柏崎古墳群、附川古墳群、 ド唐子古墳群、西原古墳群、滑川町店屋塚古墳群の中に1存付大刀もしく

はJJ装具を出tする古墳か含まれている。

柏崎古墳群は、前方後円墳 2基と卜数基の円墳で構成される。 5号墳は径30mほどの円墳で、円

唄大J]を含む鉄刀と鉄鏃の他には耳環・玉類の出土をみるのみである（金井塚他1968)。銀象朕大

刀を出しした附川 7号墳は、附川古墳群中で発掘調査が行われた 5拮の円墳のうちのひとつである。

主体部は切石を使用した複室構造の胴張りを有する横穴式石室で、鉄鏃．刀f^ ・耳環等が共伴して

いる（金井塚1971)。

冑塚古墳は径37mを測り、 2段築成の大籾円墳で、下唐子古墳群のなかでもっとも大きな円墳で

ある。石室も全長7.7mと大規模な複室の胴張りをもつもので、副葬品には杏葉（斜格子文心葉形）

や雲珠など豊富な馬具類と鉄鏃・須恵器などがある（金井塚他1964)。刀装具としては、銅地銀張

の責金物と銅製角尻の鞘尻金見か存在し、飾り大刀か副葬されていたことを窺わせる。馬具はTK

209型式期に属するものと、 TK43-T K209型式期のものの 2つのセットに分かれると考えられて

いる（関•宮代1987) 。

西原占墳群で調査された古墳は、いすれも胴張りを有する横穴式石室をもち、径l]～ 13m程度の

小円墳であったが、 1号墳からは万頭大刀や銅銃が、 3号墳からは鉄装円頭大刀か出土している（金

片塚・渡辺1976)。岩屋塚占墳群は、小規模な数桔の円墳で構成され、大道古墳もそのひとつであ

る。胴張りの横穴式石室をもち、鉄製j)装具と耳環。玉類などが出tしている（木村他］986)。刀

装具は円珀柄頭か丸尻の鞘尻金具とちらにもとれる形態を呈している。目釘などは存在していな

し、

゜
岩殿丘陵卜に位置する田木山古墳群では、 2基の円墳が調査された。ともに小規模な円墳で、主

1本部はやはり胴張リのある複室構辿の横穴式伍室である。 1号墳からは怖付大刀を合んだ鉄刀が 3

振と刀子・耳環か出［している。

比企丘陵の北東部に位置している 千塚古墳群は、雷屯山古墳を中心に 3甚の前方後円墳と約250

某を数える円墳て構成されていた（埼予県1982)。この古墳群からは令銅装の頭椎大刀か出十ムして
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いるが、古墳の多くか破壊されているため、その令容を窺い知ることかできないのが惜しまれる。

かぶと塚古墳は吉見丘陵に形成された久米田古墳群に属し、尾根のもっとも高所に構築された径

28mの大円墳て、 2段築成の墳斤をもつ。主体部は胴張りを有する横穴式石室である。圭珀大刀の

他には北武蔵では例のない大械の須恵謡が出士している（古見町1978)。須恵協はTK43-TK217

型式に相当すると考えられる。

[4] 秩父地方

秩父地方は、秩父山地に岡まれた盆地であり、古墳は荒川やその支流の河庁段丘＿1．．に立地してい

る。秩父市大野原古墳群は荒川支流の横瀬川の左岸に、数十基の円墳で形成されておリ、蕨手刀を

出士した古墳は径 4~ 5 mの小円墳と推定されている。主体部は箱式石棺で、蕨手）］の他に、鉄

刀。鉄鏃。和同開称が出土したという （小林1988)。

銀象嵌の環頭大刀か出七した皆野町稲荷塚古墳は、荒川左岸に築造さ九た金崎占墳群に合まれる

占墳である。古墳群のなかには胴張り無袖の横穴式石室をもつものか確認されている（田中1980)。

<5] 児玉地方

児玉地方は児内でもっとも古墳の多い地域であり、児境を流れる神流川によって形成された本庄

台地の緑辺部や、小山川（身馴川）、女堀川、神流川なと河川の流域に多くの古墳群が分布してい

る。

本庄市塚合古墳群、旭。小島古墳群は本庄台地卜→に築造された古墳群である。塚令古墳群は通称

百八塚と呼はれ、現在よりもはるかに多くの古墳が仔在していたと考えられる。前方後円墳も知ら

れているか、その大半は円墳である。 41号墳は径10mほどの円墳て、主体部は角閃石安11]岩を積み

上けた横穴式石室である。出上遺物のなかに、銅製の責命物や鉄製の叫目。足金物（単脚）。鞘尻金

具（角尻）などがあり、ある程度の1存をもった大刀か副葬されていたと考えられる（菅谷他1969)。

飯王古墳も塚合古墳群に属し、金銅製の圭頭大］）装具が出土逍物として知られているが 古墳は削

平されてしまったものて、詳細は不明である（本庄市1986)。

旭・小島占墳群も円墳を主体とした古墳群で、現在知られるだけでも80基あまりの古墳か築辿さ

れていたと考えられる。）］装具の出tは少なく、鉄製の鞘尻命具などかみられるにすきない。（本庄

市1976。1986)。御手長111古墳は径42mと旭。小島古墳群のなかでは大刑の円墳である。埴輪をも

ち、主体部は胴張りぎみの横穴式石室で、出士遺物には鉄鍬。弓奄具・杜甲小札・鞍金貝などかあ

る。）］装具は、鉄製のt頭柄頭の破片など若、の出士をみる（長谷川1978)。

小山川（身馴川）右庁に分布する古墳群には児玉町秋山古培翡羊、美里町仏本大町古墳群なとかあ

り、占墳の総数は200悲以卜忍を数える。秋山古墳群は 6甘紀中頃の染近と推定される諏訪山占墳を

合む 2桔の前方後円墳と4(）桔以I'ーの円墳で構成されている。ヽli古墳群に合まれる庚申塚古墳は、危

銅製の責令物や鉄製鞘尻金具なとを出土しているが、最近の範間確認翡］杏で〗匝重の間溝をもつ径30

mはどの円墳てあることか明らかとなった（大谷他1990)。主体部は胴張りを有し、模様積みの両

袖式の横穴式石宇である。出上遺牛勿には雲珠・辻金具なとの馬具や、鉄搬。鉄刀.J]f.耳環． l、̂
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類などがあり、馬具の年代はTK43型式期を中心に考えられている（関・宮代1987)。

秋山古墳群からわすか下流に位置する広木大町古墳群は、 6基の前方後円墳と、 60基以上の円墳

で形成されている。 5号墳から金銅製の土頭大刀装具か出土している（美里町1986)。

小山川を挟む対岸の生野山丘陵上には生野山古墳群が、さらにF流には塚本山古墳群か立地して

いる。生野山古墳群では前方後円墳 2甚と 100基はとの円墳が確認されており、古くは 5惟紀中頃

に比定される生野山将軍塚古墳（円墳。径60m) や、 6祉紀前半の築造と考えられる銚f塚古墳

（前方後円墳・全長58m) などか含まれている（金井塚1986)。この生野山古墳群からは頭椎大刀

が出士したとされているが、出土した古墳の詳細は不明である。

塚本山古墳群は大久保山丘陵上に立地しており、現在の古墳の総数は170基以上にものほるか、

そのほとんどは円墳である。発掘された古墳は28基を数え、模様積みの胴張リを有する横穴式石室

を主体とするものが多くを占める。このうち1存付大刀は 9号墳と 19号墳から出土しておリ、特に19

号墳から出土した鉄装頭椎大刀は銀象嵌か施されている優品である。 9号墳は発掘区西側斜面の中

位に位置し、墳丘は0.5mとかなり扁平であるが、見かけ上は径25mの円墳である。石室は小型の

部類に人り、鉄装大刀以外には鉄鏃や須恵器甕などが出土している。 19号墳は南斜面の最下段に位

置する。径11X 8 m、高さは1.25mの円墳で、墳丘はさほど大きくないが、調査されたものの中で

は比較的大型の石室をもつ。頭椎大刀以外の遺物は少なく、鉄鏃・耳環・須恵監などである。 9号

墳、 19号墳ともに埴輪は確認されていない（横川他1977)。

神川町青柳古墳群は神流川扇状地に立地している古墳群である。現在、前方後円墳 6基を含む200

基あまりの古墳が確認されている。青柳古墳群は、いくつかの支群にわけることができるか、その

ほほ‘中央に位置する南塚原古墳群の神川町No.123古墳と、 もっともl:::.流に位閤する城戸野古墳群の

4号墳から！存付大J]および刀装具が出士している。神川町No123古墳は、径15mはどの円墳で、 t

体部はわずかに胴張りをもつ横穴式石室である。埴輪の存在も確認されている。玄室内からは鉄刀・

鉄鏃・弓金具・刀子・耳環・玉類などが出上し、鉄刀 6賑のうち］賑には金銅製の無窓鉗と鑓か装

着されていた（田村1989)。城戸野 4号墳は古墳群の立地する徴高地のもっとも東に位置する。削

乎をうけた石室の一部が検出され、鉄刀・鉄鏃・弓合具・耳環・玉類が出七した。刀装具としては

銅製の鴫目金具が 1点出土したに過ぎないが、これだけでもす存付大刀の存在が予想される（増田

他1973)。

[ 6] 大里地方

大用地方における古墳は、おもに荒川左岸に広かる櫛挽台地と、その対岸、比企丘陵の北側にあ

たる江南台地f：に立地しているが、院川と利根川によって形成された沖積低地の自然堤防＿［にもそ

の分布か確認されている。

鋭川流域、櫛挽台地の南緑、および汀南台地の北緑にあたる河岸段斤：lには数多くの古墳群か形

成されているが、｝存付大））の類は化悼I.寄居町小前ill古墳群、川本町塚原古墳群、鹿島古墳群、熊

谷叶i三ヶ尻古墳群、ガ古下原古墳群、大里村円山古墳群から出十．している。

小前田古墳群には、かつては100悲あまりの占墳か存在していたと考えられるが、謁杏された古
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墳は帆立貝式古墳 1基をのぞいてすべて円墳で、その規模は径15m前後のものが多い。 18号墳は胴

張りを有する横穴式石室のみが検出されたもので、墳丘害の規模は不明である。鉄刀・鉄鏃。弓金

具。刀子・耳環とともに銅製の有窓鍔が出士している。この鍔にあう鉄）］は存在していない（瀧瀬

1986)。88号墳は径25mほどのやや規模の大きい円墳で、胴張りの横穴式石室内から鉄刀・耳環・

玉類などが出土している。刀装具には銅製の鴫目と角尻の鞘尻金具がある（中川他1958)。

塚原古墳群は、前方後円墳である蛤塚古墳をはじめとして、 20基ほどの古墳群が存在したと推定

されるが、 3基の小円墳が調査されたのみである（埼玉県教育委員会1979)。蛤塚古墳の出七遺物

として、金銅製の頭椎柄頭・鉄製無窓鍔・ガラス小玉各 1点が長瀞綜合博物館に所蔵されているが、

それ以外の詳細は不明である（新井1986)。

鹿島古墳群は80基以上の円墳で構成され、うち27甚が調査されている。検出された主体部はすべ

て河原石を用いた胴張りの横穴式石室てあり、副葬品は鉄）］。鉄鍬．）］子・耳環など総じてその贔

は少なく、玉類の出上をみないのが特徴的である。 i存付大］］を出土した古墳は 3甚あげることがで

きる。 1号墳は径15mほどの円墳と考えられ、銅地銀張りの責金物と、鉄製の挟りの人った鞘尻金

具が出士している。鉄J]は、背側に 2つの孔があけられた鍔が装着されており、鞘尻金具はこの鉄

刀に付属するものであろう。 16号墳（径14m) からは、無窓鉗付鉄｝］と、単脚足金物が装着された

鉄刀か出土している。 20号墳（径20m) からは鉄製足金物（単脚）と鞘口金具が出士しており、共

伴する無窓鎧をもつ短い鉄刀の装具であったと考えられる。なお、鍔付の鉄J]か、 6号墳（径16

m) ・ 13号墳・ 21号墳・ 24号墳（径21m) から出十している（塩野他1972)。

三ヶ尻古墳群は前方後円墳 1基と40基を越える円墳で形成され、 24基の占墳が調査されている。

ご三ヶ尻林 4号墳（やねや塚古墳）は径18m、高さ 3mの円墳である。築造当時の形態がもっとも良

奸に残っておリ、 2段の昨石帯の中段に円筒埴輪列が巡っていた。主体部は河原石を使用した横穴

式石室で、わずかに胴張りを行している。石室内からは 4振の鉄刀の他に、鉄鏃．刀子・弓金具・

銅釧・耳環・玉類・須恵器などが出J：した。鉄刀の内 1振は銀象嵌の施されたす存付大刀である。須

恵諾はTK43刑式期に平行するものと考えられる（小久保他1983)。

万吉下原古墳群では数基の円墳が確認されている。 1号墳は径llmの円墳で、凝灰岩を用いた横

穴式石室を主体部とする。撹乱を受けており正確なプランは不明であるが、玄室内から絞具や耳環

などとともに金銅製の責金物 2点と鞘尻金具（角尻） 1点が出上した。責金物のうちひとつは稜を

もち八角形を早i するもので、これらの刀装具は環頭大刀のものである可能性か指摘できる（菅谷

他1991)。

円山古墳群は江南台地の東端に位罹し、 3基の円墳が調査されている。 3基とも規模は径17m前

後である。 2号墳はt1本部が破壊されていたか、鉄J]や鉄鐵． JJ-fおよび鉄製柄頭（もしくは鞘尻

全具）か出土した。また、周溝からは多くの円筒・形象埴輪が検出されている（埼玉県1982)。

櫛挽台地の北縁部にあたる利根川右庁沿いには、深谷市木の本古墳群が立地している。かつては

前）i後円墳を中心に多くの小円墳か存在しており、念銅装の頭椎大刀か出土したというが、その詳

細は不明である（深谷市1969)。なお、岡部町に分布する占墳からも、桁付）く）］や頭椎柄頭か出 1:

した記録（写貞）があるか、やはり詳しいことはわからなし、（山 111950・埼干県1951)。
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荒川左岸の自然堤防上に立地する熊谷市中条古墳群は、鎧塚占墳や女塚 1号墳などの帆化貝式古

墳や円墳を主体とする古墳群であるが、この古墳群に含まれる大塚古墳は、径59mの基壇Iに径35

mの墳丘を構築した円墳と考えられている。主体部は胴張りをイiする横穴式石室で、石室内からは

桂甲小札・鉄鏃・玉類なととともに、長胴九尻の金銅製鞘尻金具か出上している（寺社下1985)。

また、中条古墳群のやや西側にあたる熊谷市小曾根からは、出上遺跡は不明であるか、耳環。玉類

とともに銀製の喰出鍔と鞘日金具か装着された大刀の破片と、銀象嵌の有窓鍔か出土している（東

京国立博物館1986)。

熊谷市広瀬古墳群もまた荒川左岸の自然堤防上に位置し、上円下方墳とされる宮登古墳をはしめ

数基の円墳や方墳で構成されていたと考えられる。この古墳群に含まれる熊谷商業高校敷地内の円

墳からは、蕨手刀が出tしているか、共伴遺物はなく、主体部も不明確である（小林1957)。

<7] 北埼玉地方

北埼玉地方は、利根川と荒川の氾濫原にあたリ、古墳群は氾濫によって形成されたいくつもの自

然堤防と、閃東造盆地運動に伴う地盤沈降による洪積台地のなごりである徴高地 1こに位置している。

この徴高地は現在は水田面から 1mほどの高まりにすぎないが、古墳群が築造された当時は、かな

り比高差のある台地であったと号えられる。

行田市埼玉古墳群は、こうした微高地上に立地する古墳群であるか、県内最大級の前方後円墳で

ある＿二子•山古墳（全長135m) や辛亥銘鉄剣の出土で苫名な稲荷山古墳（全長120m) を含む前方後

円墳 9基と、径102mもの大円墳である丸蒙山古墳の他、 卜数基の小円墳で構成されている。主体

部の調査は稲荷山古墳と将軍山古墳の 2基のみ行われているか、将軍山古墳からは、金銅装の環頭

大刀と三輪玉をつけた捩り環頭大刀の一部か出tしている。将軍由占墳は全長101mの前方後円墳

で、七1本部は横穴式石室であるか詳細は不明である。大］］の他にも多くの武器や馬具か出士してい

る（埼玉県1982他）。馬具には環状鏡板付轡や卜文字心葉形鏡板付轡、鉄製輪鐙、棘葉形杏葉など

があリ、その年代はTK43-T K209型式期に比定されている（関•宮代1987) 。

八幡山古墳の属する若小玉古墳群は、埼玉占墳群の北側の微高地に位限している。前方後円墳や

方墳を含めた数基の古墳の存在か知られていただけであるが、最近の調査では削平された前方後円

墳 1悲と、径10mクラスの小円墳21基か確認されている（中島1991)。八幡山古墳は径74mの円墳

と推定され、複室構造の巨大な横穴式石室を主体部としている。出t遺物には方頭柄頭・鉄鏃・銅

銃•項恵器などがあり、漆準木棺の破片も発見されている。

小兄古墳群は、埼じ古墳群の北方、星）iiの右庁＿［に位四し、令長112mの削方後円墳てある小見

貞観寺古墳を中心に形成されている。小見真観げ占墳には緑泥片岩の板石を組み令わせた横穴式石

室と、箱式石棺の 2つの主体部をもつか、遺物はすへて後者の箱式石棺内から検出された。主頭大

刀と頭椎大JJ2伽の他には、拝甲小札。衝角付胄・鉄鐵・銀装｝）f c 合1,]銃などか出tしている（埼

1ミ県1982他）。
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4. まと

招付大刀の盛行年代は、 6枇紀後半から 7一世紀前半か中心となる。埼玉県においても例外てはな

いか、鉄装大刀に限っては、 7 i仕紀前半にその中心が求められるようである。県内における招付大

刀の出土古墳を分析すると、

①将軍山古墳や小見真観寺古墳のように、他の副葬品も豊富な大型の前方後円墳

②胄塚古墳、吉見かぶと塚古墳、庚申塚古墳など古墳群の朋主的存在である大型円墳

③_：ヶ尻林 4号墳、塚本山19号墳など古墳群のなかでは比較的墳丘や主体部の規模が大きい円墳

④多くがこの範疇に入るが、古墳群を構成する—-＾般的な小円墳

以上の 4つに分類できると考えられる。

さらにそれらを侑付大刀の種類でみると、①や②は飾り大刀が多く、③は飾り大刀でも象嵌のも

の、④は方頭大刀や蕨手）］、鉄装大刀の多くを合んでおリ、年代的にも、 6川紀後半から 7甘紀初

頭にかけては主として①と②の古墳に副葬されることか多く、③と④の古墳には 7tJJ紀以降に副葬

されるようになる傾向が認められよう。このことは、西暦600年頃を境に、県内の在地首長層への組

織介入による畿内政権の軍事的な支配が確立し、その後は中央集権体制のもとで、直接支配か共詞

体の構成員にまで及んでいったことかうかかえるのである。それとともに、権力のシンボルであっ

た飾り大刀にかわリ、 より装飾性の乏しいオ存付大刀が凰用されるようになった。

鉄製の鑽以外に装見をもたない鉄刀は、古墳時代後期の古墳から出土する武器のなかでは、普遍

的にみられる遺物である。そこにみられる鍔は、飾り大J]に多くみられる喰出鉗ではなく、ある程

度の大きさをもつ倒卵形の鍔である。こうした靡は、白兵戦における護拳の用をなすものであり、

それは、古墳時代の直刀が、日本刀のように相手を「切る」のではなく「刺す」用途をもっていた

にしても、璽要な役目には違いなかった。したがってこれらの大）］の多くは、武器本来の機能であ

る実戦を想定したものであったと考えられる。

では、オ仔付大刀にみられる他の部分に装着される令具の用途は何か。責金物は柄木や鞘木を約す

るもの、足含物は鳳用に用いるものであるのはいうまでもない。鞘尻金具も大刀を腰に倶用して移

動する時に、損傷を受けやすい鞘尻の部分を保護するためのものと考えられる。柄頭に金具を用い

るのは、柄の先端に爪さをもたせることによって、バランスをf呆つ役割があるとはいうものの、や

はり凰用する際にもっともひとめにつく部分であるかために、装飾の役割か第一義であったに違い

ない (Jt2)。このようにみてくると、これらの金具は、基本的には、総じて偏用という役割のために

あるものと考えることかできる。したかって、錦以外の部分に鉄製の令具をもつ鉄装大）］とは、 も

っとも簡素な材質を用いて11軋用するように［夫された1{f付大刀といえるのではないだろうか。言葉

をかえるならは、戦闘にも耐えうるが、むしろ凧用することに玉きを置いた1存付大））と位四づける

ことができよう。

環頭大J]をはしめとする愈。銀の飾り）く））よりも、このような性格をもった鉄装大刀の出「例か

多いことか埼［こ県の特徴としてとらえられる。具体的に数値をあけてみると、埼玉県内から出tし

た柏付大刀と］］装具のうち、出 1：地および材質が不明のものを除くと、紐点数は62点を数える。そ
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のうち鉄装のものは21点であり、その割合は34％となる（註 3)。 この数値を他の関東近県と比較

してみよう。群馬県は飾リ大刀の割合が非常に多く、鉄装大刀は全体の 4% (6 /135) に過きない。

茨城県 (8/47)、千葉県 (12/72) はともに17%、栃木県は26% (12/46)、東京都は22% (4 /18) 

で、やはリ埼玉県よりもその割合は少ない。関東地方でもっとも鉄装大刀や鉄製刀装具の占める割

合か多いのは神奈川県で38% (12/32) であるが、埼玉県はそれに次いて鉄装大刀の分布が密であ

る地方といえるだろう。旧武蔵国で考えても 32% (29/91) で、全国の18% (172/974) という数値

と比較してやはりその傾向を裏づけていると考えられる（註 4)

県内において、鉄装大刀の出土する古墳は、そのほとんどが古墳群のなかで、規模や主体部など

に優位性をもつことのない一般的な小円墳てある。さらに、共伴するのは鉄鏃などの他の武器が多

く、馬具を伴う例はほとんどない。その顕著な例として川本町鹿島古墳群をあけることができる。

鹿島古墳群では調査された27基すべてに玉類の出土がない。その反面、鉄］］・鉄鏃・弓金具という

実用に長けた武器のセットが副葬されている。そこには半専門的な武装集団、あえていうなら歩兵

集団の姿を垣間見ることかてきるのではないだろうか。そして、鉄装大Jjに代表される簡素な拍付

大J]を偏用していた人物の中には、こうした集団の長的存在も含まれていたと考えられる。

畿内政権が東国における支配を確立するためには、強大な在地勢力であった毛野国に対する政策

を考えねはならなかった。群鳥県に飾り大刀が晃常なほど大鼠に出土しているのはその対策のひと

つの裏づけといえよう。そして、こうした懐柔策だけではなく、毛野国に対する牽制を目的とし

て、埼玉の地に存在していた在地勢力に対して令面的なバックアップを行い、その結果が、稲荷山

古墳にはじまる埼玉古墳群の形成をもたらしたと考えられている（金井塚1986)。機能的な招付大

刀が埼玉に多くみられる背景には、古墳時代後期における、畿内政権の東国進出にともなう緊張し

た軍事的な対立関係か大きく影響していたのではないだろうか。

(1991年 5月8日脱稿）
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註

1 この遺物は東点l叶寸博物館に所蔵されているものて、「北足立郡梢水村大字水判十，字山阜塚474」から出十ーし、鉄

））か1f出するとの，，じ録かある（東）？、国寸博物館1986)。『大窮巾史』によれは、山下塚占墳は汀戸時代に発掘され、

そのとき ilitした鉄刀か現存するものと伝えられている。したかって東博の造物は山F塚占埴の出tー遺物とみてよ

しばころう （人仲；市1968)。

2 機能性を市視するならは、大））を偵川する際に柑偽を2けやすい鞘尻の部分に令貝をあてることのほうか、柏唄

に令見を用いるよりも俊位什か品められるようてある。したかって、ド］頭形の鉄製令月か単独て出 tした場令は、

それを鞘尻とぢえた方か確半か高いといえるかもしれない。
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3 f]装具に関しては、材質か同して、重複するもの（例えは鞘尻金具か 2個休の場合は 2つに数える）以外は、ひ

とつの大）］に装着されていたものとみなしている。

4 これらの数値は、筆者のデータヘースに人）］されたカードをもとにしており、平成 3年 5月現在までに管見に触

れたものに限られている。埼玉県以外は、環頭大刀は除いており、蕨手刀もすへては網羅していない。反面、古墳

出上以外の出七例を合んている。また、材質不明なものは鉄装大）］以外のものに合まれている。したかって、かな

らずしも止確な数伯とは言えないか、環頭大）］はそのはとんとか飾り大）］に含まれるのて、こうした鉄装大f]の割

合は減ることはあっても増えることはなく、ここに示した傾向の根拠として十分耐えうるものと考える。
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図版出典

第1図ー］ 穴沢・馬「11976折載図をもとに、東東国吃博物館1986および後藤1968所載の写真を参考に作図

2 穴沢聞光氏提供の実測図による

3 神林淳雄氏資料（國学院大学蔵）をもとに、東京国立博物館1986所載の写真を参号に作図

第2図ー 1 神林浮雄氏資料による

2 後藤1936所載図をもとに、埼玉県1982所載の写真を参考に作図

3 筆者実測（根岸喜夫氏所祓・埼E県立博物館保管）

4 筆者実測（長瀞綜合博物館所i歳）

5 筆者実測（埼下．県立博物館所蔵）

第3図ー 1 筆者実測（埼E県立歴史資料館所蔵）

2 筆者実測（埼上県立坪蔵文化財センター所蔵）

3 柄頭は神林淳雄氏資料、他は埼玉県1951所載の写真より作図

4 柳楽1988所載図よリ作図

5 竿者実測（埼玉県立博物館所蔵）

6 含井塚他1968所載図および写真よリ作図

7 塩野他1978所載図より作図

第4図― l 神林淳雄氏資料による

2 吉見町1978所載図より作図

3 長谷川・石橋1985所載図よリ作図

4 金子真上氏提供の実測図による

5 小川他1980所載図より作図

6 筆者実測（埼下＿県立肝史資料館所蔵）

7 小林1957所載図より作図

8 小林1988所載図より作図

第 5図一 1 穴沢・馬目 1976所載図をもとに、後藤1968所載の写貞を参考に作図

2 穴沢叶光氏提供の実測図による

3 筆者実測（埼干県立歴史資料館所蔵）

4 神林沿雄氏貸料による
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埼王県内搭付大刀等出土一覧表

番号 1！ 遺跡名 所 在 1 遠構 遺 物 共伴遺物 挿図番号 文献

1 山王塚古培 大宮巾水判十一字Ill王塚474 円墳 銀象嵌鐸 鉄刀・形象埴輸 1 ・ 2 

2 愛宕媒古墳（水）ii 鴻巣市i龍馬室7中閻 古墳 金銅装大刀 鉄）］・銅釧・耳覆・玉頷 1 ・ 3 

神社境内）

3 （不祥） 桶川市川田谷 不明 鉄製頭椎柄頭 4 

4 西台 9号墳 桶川市大字川田谷字匝台 円墳 金銅装大刀 鉄刀・耳棗 2 図•- 5 5 

3 厠1J23号墳 桶川市大字川田谷 円墳 鉄装円頭大J] 鉄刀・鉄鏃・耳環 3 図— 7 6 

6 牛塚古墳 川越市大字的場字牛塚2473 前方後円墳 鉄製鞘尻 鉄刀・鉄鑓・鉄鏃・刀子・銀線巻J)-f 7 

柄・雲珠・辻金具・十字文透心葉形

鏡板・指輪・耳蝶・玉類・須恵器（墳

丘）

7 川角］5号墳 入間郡毛呂山町］1|角 円墳 鉄装頭椎大刀 鉄鏃・耳詞・玉類 8 • 9 

8 西戸 9号墳 入間郡毛呂山町西戸 古墳 鉄製鴫甘・銅製 鉄鏃・刀十 10 • II 
鞘尻・足金物

， 大河原 2号墳 坂戸市大字北峰字大河原7~ 円墳 鉄装円頭大］） 鉄鐵・刀子・須息器・土師器（墳丘） 3図一4 12 

7 

10 柏崎5号墳 東松山市人字柏崎 円墳 鉄装円頭大）］ 鉄）］・鉄鏃・）］子・弓金具・耳覆•E 3図ー 6 13 

類

11 （不祥） 東松山市大字柏崎？ 不祥 金銅製双龍覆頭 1団ー 2 14 

柄頭 5図ー 2

l 2 胄塚古墳 東松山市大字Fl骨子字原坂 円墳 銅地銀張製責金 鉄鐵・廿金具・刀子・既状鏡板付轡 15 

日 物・銅製鞘尻 斜格子文心葉形杏葉・雲珠・辻令具

鞍命具・飾金具・耳環・玉類・須忠翡

13 三千塚古墳群 東松山市 占墳 金銅装頭椎大刀 2図ー 3 16 ・ 17 

14 三千塚8-3号墳 東松山市大谷 占墳 鉄製1り頭柄頭

15 田木lh1号墳 東松山巾大字川木字相生 円墳 銅装大刀・鉄装 鉄）］・｝）子・耳闊 4図ー6 18 

大刀

16 附川 7号墳 東松山市石橋 円墳 銀象嵌装大刀 欽刀・鉄鏃・弓金具 •J] 子・耳覆・紡 19 ・ 20 

錘車・須恵器

17 西原 1号墳 東松山市大字上1骨子字西原 円墳 銅装方頭人刀 鉄鏃・銅婉 4柊l-4 21 

18 西原 3号墳 東松山市大字上唐十字西原 円墳 鉄装円頭大刀 鉄鏃 21 

19 かぶと塚古墳 比企郡吉見町）＜字久米廿l 円墳 金銅装圭頭人刀 須恵器 41ヌl-2 22 

20 大道古坦 此企郡滑川町人字羽尾4883 円培 鉄製円頭柄股or 鉄鏃・耳闊・玉類 23 

-2 鞘尻
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番号 遺跡名 所 在 遺構 遺 物 共伴遣物 挿図番号 文献

21 大野原古墳 秩父市大野原 円培 蕨手刀 鉄刀・鉄鏃•利伯］開称 4図ー8 24 

22 稲荷塚占墳 秩父郡皆野町神字上ノ平 古墳 恨象嵌装単鳳環 鉄｝］・刀子須恵器 l図一 3 j 

678・3 頭大刀

4図ー 3i I 25 ・ 26 23 飯玉古墳 本庄市東台・廿の出 古墳 含銅装圭頭人刀 刀子

装艮

24 御手長山古墳 本庄市小島 円墳 鉄製圭頭柄頭片 鉄刀・鉄鏃弓但・弓金物・桂甲小札 27 

飾金具・鞍金具・耳覆・玉類・須恵器

形象植輪・円筒埴輪

25 F野堂古墳群 本庄市下野堂 古墳 鉄製鞘尻・責金 鉄鏃・刀子 28 

物

26 塚合41号墳 本庄市塚合2977~1 円墳 銀製責金物・鉄 鉄鏃・刀子・耳詞・玉類・形象植輪 29 

製鳴甘．鍔・足 円筒植論

金物・貴金物・

鞘尻

27 坊主山古墳 本庄市小島 古墳 欽製鍔．鞘尻 鉄鏃•E類 28 

28 秋山古墳 児玉郡児玉町大字秋山 円墳 銀象嵌円頭大JJ 鉄鏃 3憫ー3 30 

装具 5団ー4

29 庚申塚古墳 児玉郡児玉町大字秋ilJ字宿 円墳 金銅製責金物・ 鉄！）・鉄鏃・弓金物・刀子・雲珠・辻 31 • 32 
田保 鉄製鞘尻 2.責 金具・鞍金具・耳躙・玉類

金物・鐸

30 浅間山古墳 児土郡士早町大字神保原15 円墳 金銅装大刀 鉄刀・鉄鏃・鉄鉾・耳闊・玉類・銅銃 1 ・ 33 
-1 須應器

31 塚本山 9号墳 児玉郡美里町大字下児予字 円墳 鉄装大J] 鉄鐵・須恵器・土師器 34 

酉村

32 塚本山19号墳 児玉郡美里町大字F児玉字 円墳 銀象椴装頭椎）く 鉄刀・鉄鏃・耳環・須恵器・上帥器 3因一 1 34 ・ 35 

酉村 刀 5闊ー3

33 生野山古墳群（中 児玉郡美里町十条 円墳 金銅装頭椎大JJ 不明 30 

山古墳）

34 広木大町 5号墳 児E郡芙里町 円墳 會鋼装圭頭大刀 須恵器 36 

装具

35 神川町No.123古墳 児玉郡神川町大字新里字北 円墳 金銅装大刀 鉄刀・鉄鏃・弓金具・刀子・耳蝶・玉 37 

塚原 類・埴輪

36 城戸野4号墳 児玉郡神川町大字新宿376 円墳 銅製鴫目 鉄刀・鉄鏃・弓金具・耳蝶 •t類・須 38 

番地他 恵器

37 （不祥） 児F祁内 鉄製円頭柄頭or 3図ー 5 39 

鞘尻4.金銅製

鍔・足金物・責

金物
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番号 遣跡名 所 在 遺跡 遺 物 共伴遺物 挿図番号 文献

38 大塚古墳 熊谷而大塚 円墳 金銅製鞘尻 鉄鏃•桂甲小札・玉類・須恵器・令箔 39 ・ 40 

命漆木棺片

39 小曾根神杜付属地 熊谷由小曾根 不明 銀装大］）片。銀 飾金具・耳現玉類 1 

象紐賃

40 広瀬占墳群（能面 熊谷古広瀬 円墳 載手］］ なし 4 Iヌ[-7 41 

校rAIい］墳）

41 力吉下原 1号墳 態谷市大字万吉字下原1827 円墳 金銅製鞘尻・責 佼具・刀了・耳腐 42 

~3他 金物

42 ／万尻林4号墳 熊谷市大字^ ヶ尻字林3389 円壻 銀象條装大刀 鉄刀・飲鏃・乃金具・刀＋・銅釧・耳 3図ー 2 43 

鷹玉類・須恵器，形象埴輪・円筒埴

輪

43 木の本古煩群 深谷市）東郷 古墳 金銅装頭椎大JJ 4 l 

44 岡古墳 大里郡岡部町大字岡 1月墳 鉄装大刀？ 不明 30 

45 （不杵） 大里郡岡部町本郷 頭椎柄頭 45 

46 ド）山 2号墳 大里郡大阻村大字箕輪字1廿 円墳 欽製円筒柄頭or 鉄刀・鉄鏃ヴ］子・須恵器・ド］筒埴輪 46 ・ 47 

山 鞘尻

47 小原療簑所構内 大閉郡江南町 不祥 金銅装大刀

48 小前田18号墳 人里郡花胤町大字小前田 円墳 銅製鑓 鉄）］・鉄鏃・サ金具・））子・耳蝶•—l; 48 

類

49 小前廿l88号墳 大里郡花園町小前l:ll字橋屋 円墳 銅製鳴目・鞘尻 鉄刀・耳環・干罰 49 

50 鹿島 1号墳 大里郡川本町大字本田 円墳 欽装大刀・絹地 鉄鏃・刀＋・火打鎌・須恵器（墳丘） I 50 
俵張責金物 埴輪

51 鹿島16号墳 大里郡川本町大字本田 円墳 鉄装大刀 鉄刀 •7] 子。耳環 50 

52 鹿島20号墳 大用郡川本町人字本廿I 円墳 鉄装大刀 鉄刀・鉄鐵・1)f 50 

53 蛤塚古坦 大里郡川本町字畠山］094 刷方後円墳 會銅製頭椎柄頭 鉄鐙・玉類 2図ー 4 51 

54 小見真観寺古墳 行田巾荒木小見 前方後ド］墳 金銅装頭椎大l] 鉄鏃・衝角付胄桂甲小札・銀装］） 21ヌI-1 1 ・52・ 

2.銀装才頭大 和耳腐・銅婉・須恵器 21文1-2 53 • 5」
刀 4 [＇文l-1 

55 将軍山占墳 ii.1:1:l市埼玉 前方後円墳 會銅装変形―ー□華 鉄鉾・鉄鰍・桂甲小札・横矧板鋲留 l図ー］ 1 ・55・ 

員頭大）］・銀線 衝角付胄耀状鏡板付轡・十字文心 5図ー］ 56 • 57 

巻柄・銀装嵌柄 葉形鏡板付轡・棘葉形杏葉・雲珠

元金具・捩り覆 辻金具・鞍令具・飾合具・輪鐙・烏鈴

頭柄頭・金銅製 馬胄・蛇行状鉄器・鈴・耳蝶・土類

三輪玉•水晶製 乳文錢虚l銃。石製盤・須恵器

三輪玉

56 八幡Il.1古墳 行田市藤原町227-2 円墳 銅製方頭柄頭・ 鉄鏃・汀銅婉・須恵器・棺金艮 4 txl-s 58 

金銅製鞘尻
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